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国民体育大会大田原市準備委員会設立へ

古民家で感じる地元の美

公共設置型浄化槽普及促進の功績を称えて

卓越した技能を称えて

設立発起人会開催

　市では、平成 29年度公共設置型浄化槽設置工事にお
いて、工事成果が優良で他の模範となり、公共設置型浄
化槽の普及促進に貢献された指定工事店の表彰式を行
いました。
　表彰を受けた指定工事店は有限会社田積設備工事、有
限会社野崎工業です。

　本市の産業に従事する技能労働者で、職業能力開発促
進法に基づく技能検定において１級および単一等級に合
格した方の卓越した技能を称え、技能奨励賞を授与しま
した。
　今回は 11名の合格者が受賞し、本市産業の発展が期
待されます。

　４年後の 2022 年に栃木県で開催される第 77回国民
体育大会の大田原市準備委員会を設立するための発起人
会が津久井市長ほか合計７人の発起人の出席により開催
され、７月 23日に多くの関係者による設立総会の開催
を決定し、大田原市の国体準備体制がスタートすること
になりました。

　江戸時代から続いた造り酒屋で、大正初期に建てられ
た純日本家屋「猪股邸」にて、城下町くろばね展が開催さ
れました。
　油絵や七宝焼など約 50点の地元作家による作品展示
のほか、特別展示として勝海舟の書や碑の拓本などを初
公開し、好評を得ました。
　また邸内にて、20日にはサクソフォーン、25日には
AHSA（アーサ）による弦楽四重奏が披露され、訪れた
方々は美しい音色に耳を傾けていました。
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城下町くろばね展

浄化槽優良指定工事店表彰

技能奨励賞表彰
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『広報おおたわら』に掲載された写真をご希望の方は情報政策課　　(23)8700 までご連絡ください。
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ポタリングで大田原の自然と食を満喫

大田原市の魅力を広く発信

　本市出身であり、方言作家やタレントとして活躍する
嶋均三さんを大田原ふるさと大使に任命しました。
　テレビやラジオなどにも多数出演し、笑いと楽しさで
方言を残す活動をされている嶋均三さんには、大田原市
のよさや魅力のさらなる発信が期待されます。
　今回の任命により、大田原ふるさと大使は 15名にな
りました。

　農家民泊が求める田舎体験は農作業だけではあり
ません。食事も貴重な田舎体験です。今回はどんな
食事を用意しているのか紹介します。

■いつもの食事を用意してください
子どもたちと一緒に調理することでコミュニケー
ションを取ってください。自分たちが収穫したもの
を自分たちの手で調理することは貴重な体験となり
ます。凝った料理を提供する必要はありません。日
頃みなさんが食べているお食事を一緒に食べてくだ
さい。

■研修会で食事に関する不安を解消します
　食事に関する不安はどのご家庭も感じております。
そのため農家民泊を実施するご家庭を対象に研修会

を開催し、講
師による料理
教室やお母さ
んたちの情報
交換の場とし
て活用してま
す。

※主な研修会実績
・米粉スイーツと紅茶で女子会・子どものお腹が満足す
るリーズナブルメニューづくり・夏野菜を使った時短レ
シピ（講師あり）・地元食材を使った料理紹介など

■農家民宿はじめませんか
どなたでも始められる（※諸条件あり　詳細は下記ま
でお問合せください）のが農家民泊です。

問商工観光課　文２階　　（２３）８７０９

　自転車利用による CO² 排出削減と、地産地消による
地域活性化を目的とした「おおたわらエコポタ」が開催さ
れ、県内外から 121 人の参加者が集まりました。
　エイドではヨーグルトやジェラート、ゴール後には鮎
の塩焼きやちゃんこ汁などの食を楽しみ、里山の風景の
中を自転車で走りました。
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大田原ふるさと大使委嘱状交付式

おおたわらエコポタ

グリーン ･ツーリズム通信
一緒に農家民宿をはじめませんか？

農家民宿について情報を発信しています。 No,3
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